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【年通号数】公開・登録公報2005-036
【出願番号】特願2003-580337(P2003-580337)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/136    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/337    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/704    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４２　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/136   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/337   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/519   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/704   　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  19/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年12月22日(2009.12.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式I

で表される3‐,5‐,7‐三置換ピラゾロ[4,3‐d]ピリミジン、または薬学的に許容される
その塩
（ここで、
　R3がアルキル基であり；
　R5が-X-R5’基であり、
ここでXが-NH-、又は-N(アルキル)-であり、
R5’がC1-C6アルキル、C3-C15シクロアルキル、アリールアルキル、またはシクロへテロ
アルキル基（各基は、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノおよびカルボキシルからなる群か
ら選択される置換基で置換されていてもよい。）であり；
　R7が-X-R7’基であり、ここでXが-NH-、-O-、-S-、又は-N(アルキル)-であり、R7’が
、Ｃ１－Ｃ６アルキル、アリールまたはアリールアルキル基（各基は、ハロゲン、ヒドロ
キシ、メトキシ、アミノおよびカルボキシ基からなる群から選択される置換基で置換され
ていてもよい。）である。）。
【請求項２】
　R3がアルキル基であり；
　R5が-X-R5’基であり、ここでXが－ＮＨ－であり、R5’がアミノ基を置換基に有してい
てもよいC3-C15シクロアルキル基であり；
　R7が-X-R7’基であり、ここでXが－ＮＨ－であり、R7’がアリールアルキル基である、
　請求項1に記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンまたは薬学的に許容さ
れるその塩。
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【請求項３】
　それぞれの基が独立にR3、R5、又はR7に(R) 又は (S) の構造を持つ、請求項1または2
記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンまたは薬学的に許容されるその塩
。
【請求項４】
　請求項1～3のいずれか一項記載の、式Iの3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジ
ンを調製する方法であって、SOCl2/ジメチルホルムアミド/クロロホルム、POCl3/ジメチ
ルホルムアミド、POCl3/ PCl5/ジメチルホルムアミド、又はCl2P(O)OP(O)Cl2の塩素化剤
により、下記スキーム中XIで示される3-, 5-二置換-7-ヒドロキシピラゾロ [4,3-d] ピリ
ミジンを塩素化し、及び下記スキーム中XIIで示される3-, 5-二置換-7-クロロピラゾロ [
4,3-d] ピリミジンを得ること、および求核置換により7の位置の塩素原子を置換基R7’-X
で任意で置換して下記スキームの化合物XIIIを得ることを含む方法（スキーム中、R3、R5
、R7’、Xはそれぞれ請求項１に記載のものと同意義である。）；
。

【請求項５】
　請求項1～3のいずれか一項記載の、式Iの3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジ
ンを調製する方法であって、ジホスホリルジクロライド(Cl2P(O)OP(O)Cl2)の作用により
、下記スキーム中XIVで示される5-, 7-ジヒドロキシ-3-置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジ
ンの塩素化、抽出及びその後の結晶化による下記スキーム中XVで示される5-, 7-ジクロロ
-3-置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンの単離、及びR5とR7の位置の塩素原子を請求項1で
定義した置換基R5’-X及びR7’-Xで任意で、同時に又は連続的に置換して下記スキームの
化合物XVIIを得ることを含む方法（スキーム中、R3、R5’、R7’、Xはそれぞれ請求項１
に記載のものと同意義である。）；
。
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【請求項６】
　請求項1～3のいずれか一項記載の、式Iの3-, 7-置換-5-アミノピラゾロ [4,3-d] ピリ
ミジンを調製する方法であって、SOCl2の作用による、下記スキーム中XVIIIで示される5-
アミノ-7-ヒドロキシ-3-置換ピラゾロ[4,3-d]ピリミジンの塩素化、及びその後、請求項1
で定義されたR7'-X置換基で塩素原子を求核置換して下記スキームの化合物XIXを得ること
を含む方法（スキーム中、R3、R7’、Xはそれぞれ請求項１に記載のものと同意義である
。）；
。

【請求項７】
　哺乳動物の細胞増殖を阻害する薬剤の調製のための、請求項1から3のいずれか一項記載
の化合物、または薬学的に許容されるこのような化合物の塩の有効量と薬学的担体の使用
。
【請求項８】
　癌の治療剤、菌類又は原生生物によって引き起こされる寄生生物症の治療剤、又は免疫
刺激の抑制剤の調製のための、請求項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラ
ゾロ [4,3-d] ピリミジン、または薬学的に許容されるその塩の有効量と薬学的担体の使
用。
【請求項９】
　アドレナリン作動性及び/又はプリン作動性受容体の活性化を調節し、その結果、癌、
及び炎症性疾患のアデニレート・シクラーゼを調節するための薬剤の調製のための、請求
項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンまたは薬
学的に許容されるその塩の使用。
【請求項１０】
　哺乳動物の免疫刺激を抑制するための薬剤の調製のための、請求項1から3のいずれか一
項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジン、または薬学的に許容されるそ
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の塩の有効量と薬学的担体の使用。
【請求項１１】
　哺乳動物細胞のアポトーシスを誘導するための薬剤の調製のための、請求項1から3のい
ずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジン、または薬学的に許容
されるその塩の治療学的有効量と薬学的担体の使用。
【請求項１２】
　哺乳動物の細胞の老化を阻害し、皮膚及び体を健康で若々しくするための薬剤の調製の
ための、請求項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミ
ジン、または美容学的又は治療学的に許容されるその塩の治療学的有効量と美容、食品、
又は薬学的担体の使用。
【請求項１３】
　哺乳動物のクローン化プロセス中、哺乳動物の卵母細胞を胚胞期に維持しその受精も維
持するための薬剤の調製のための、請求項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換
ピラゾロ [4,3-d] ピリミジン、または薬学的に許容されるその塩の有効量と担体の使用
。
【請求項１４】
　ウイルス感染を治療するための薬剤の調製のための、請求項1から3のいずれか一項記載
の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジン、または薬学的に許容されるその塩の
治療学的有効量と薬学的担体の使用。
【請求項１５】
　ウイルス感染がヘルペスウイルスHSV-1、HSV-2、VZV、EBV、CMV、HHV-6、HHV-7、HHV-8
又はワクシニアウイルス、乳頭腫ウイルス、フラビウイルス、レトロウイルス、アデノウ
イルス、およびサイトメガロウイルスなどのDNAウイルスにより引き起こされる、請求項1
7に記載の使用。
【請求項１６】
　請求項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンま
たは薬学的に許容されるその塩を含有する、治療薬。
【請求項１７】
　請求項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンま
たは薬学的に許容されるその塩を含有する、癌、菌類又は原生生物によって引き起こされ
る寄生生物症、ウイルス性疾患または炎症性疾患の治療用薬剤。
【請求項１８】
　癌、菌類又は原生生物によって引き起こされる寄生生物症、ウイルス性疾患または炎症
性疾患の治療用薬剤調製において、請求項1から3のいずれか一項記載の3-, 5-, 7-三置換
ピラゾロ [4,3-d] ピリミジンまたは薬学的に許容されるその塩の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９０】
　（表１）実施例 10及び11の方法により調製された化合物
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a) 溶液: MeOH p.a. + HCOOH
b) 溶液: MeOH p.a. + H2O + NH3
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
（表２）実施例 10及び11の方法により調製された化合物
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a) 溶液: MeOH p.a. + HCOOH
b) 溶液: MeOH p.a. + H2O + NH3　
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９２】
（表３）実施例 10及び11の方法により調製された化合物
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a) 溶液: MeOH p.a. + HCOOH
b) 溶液: MeOH p.a. + H2O + NH3
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】
　（表４）実施例 12及び17の方法により調製された化合物
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a) 溶液: MeOH p.a. + HCOOH
b) 溶液: MeOH p.a. + H2O + NH3
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０５】
（表５）選別された3,5,7-三置換ピラゾロ[4,3-d]ピリミジン誘導体のキナーゼ阻害活性
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【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０８】
　（表６）選別3,5,7-三置換ピラゾロ[4,3-d]ピリミジン誘導体のキナーゼ阻害活性
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